
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

5,420 14,086 6,089

○精神保健福祉行政の円滑な実施
○入院患者の適正医療の確保及び精神障がい者の医療に対し、必要な援助を行う。
(１回あたりの審査件数が200件以下となる年20回の開催を目標とした。)

自立支援医療費
直接
委託

精神障がい者の通院医療費を公費負担
審査支払事務委託（委託先：社会保険診療報酬支払
基金、国民健康保険団体連合会）

2,892,580 2,730,708 2,884,293

直接

H27末

20回

合計 3,061,855 2,996,664

成果目標の達成状況

243 261

措置入院等 直接

3,061,855 3,050,789

Ｈ28 H29
目標

167,023 146,192

定期病状報告等の書類審査
退院請求及び処遇改善請求の審査
自立支援医療費受給者証及び精神障害者保健福祉
手帳の判定審査

12,862 12,144 13,954

72,460

措置入院の決定
入院医療費の公費負担
措置入院者等実地審査
医療保護入院移送

150,691

精神医療審査会

事業番号 05 06 23 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 精神医療対策事業 担
当
課

部局 健康福祉部

課・局・室 保健・疾病対策課

　５疾病対策の推進 実施期間 S25 ～

項目 H26末

3,050,789

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail hoken-shippei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
６－1　健康で長生きできる地域づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・
確かな暮
らし実現総
合戦略

信州創生の基本方針

・精神障がい者に対する適正な医療及び保護、精神保健福祉行政の円滑化を図る。

・自立支援医療費の公費負担　（H26　511,796件　2,616,346千円）
・措置入院医療費の公費負担　（H26　839件　163,331千円）
・措置診察件数　（H26　434件）
・精神医療審査会の開催　（H26　20回）

項目 実施方法 H28事業実績
H28 H29

（当初） （決算） （当初）

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

自立支援医療費受給者証交付 直接 自立支援医療費受給者証・精神障害者保健福祉手帳の交付

施策展開

50

27年度 28年度区　　分（単位：千円）

地方精神保健福祉審議会 直接 地方精神保健福祉審議会の開催（１回） 302

目標 成果2,843,963予
算
額

前年度繰越

1,526,052 1,527,482

概　算
人件費

精神医療審査会の開催

達成状況

20回

国庫返還金 直接 H27事業確定に伴う返還金 0

20回

0

20回 達成
合計（A) 3,084,352

20回

29年度

当初予算

Aの
財源

3,003,042 3,050,789

496 9 8

1,519,686

補正予算 240,389 △ 58,813

1,557,804 1,475,551 1,531,095

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

引き続き精神保健福祉行政の円滑な実施及び入院患者の適正医療の確保及び精神障がい者の医療に対する支援を行う。

目標に対
する成果
の状況

平成25年度までは年16回開催し、１回あたり200件以上の件数を審査していたが、審査件数の増加に伴い、１回あたりの審査件数が200
件以下となる年20回の開催を目標とした。
定期的に開催することにより、目標を達成した。また、平成27年度と同数開催し、精神科病院に入院中の方に係る各種報告等について迅
速な対応を行うことができた。

 概算事業費（B（A）+C）

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

50 50.00

413,800

2,973,683 2,996,664

3,387,483 3,392,364 3,446,489

395,700 395,700

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト
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